
修行者の感知能力向上と電磁波の影響緩和に関する考察 

～修行者が電磁波の影響を軽減する可能性とその科学的背景～ 
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アブストラクト 
	
現代社会では、電磁波が人体に与える影響が健康課題として注目されており、特に氣功

や瞑想などの修行を実践する人々がこれに敏感に反応する現象が報告されています。	
本研究では、修行者が感知能力を高めることで電磁波や念波をどのように感知し、また

その影響を軽減する可能性があるかを探ります。	
さらに、ロシアや米国での超常研究や氣功の科学的知見を参照し、漏尽通を修得するこ

とで影響を無効化できる理論を検討しました。	
	
研究結果から、修行者は都市部での電磁波集中や人間の集合意識からの念波の影響を感

知しやすくなる一方、氣功や瞑想を通じたエネルギー調整や精神的鍛錬によって、それ

らの影響を軽減できる可能性が示唆されました。	
また、自然環境におけるアーシングや特定の石を用いたエネルギー安定化も効果的であ

るとされました。	
特に、漏尽通という高度な精神的スキルの修得により、外部環境の影響をほぼ完全に無

効化することが可能となると考えられます。	
	
本研究は、修行者が外部エネルギーとの調和を保ちながら生活するための指針を提供す

るとともに、精神的成熟と科学的理解を統合する新しい視点を提案します。	
	

1. はじめに 
現代社会において、私たちは常に電磁波に囲まれた環境で生活しています。電子機器の

普及により、電磁波の影響は日常生活における重要な健康課題となっています。一方、

氣功や瞑想、霊気などの修行を通じて感知能力が向上した人々は、電磁波や外部エネル

ギーを敏感に感じるようになると報告されています。この現象は、感知能力の向上によ

る認識の変化に起因するものであり、電磁波そのものが増幅されたわけではありません。	
	
本論では、修行者が感知能力の向上を通じて電磁波にどのように反応し、またその影響



を軽減または無効化する可能性について考察します。さらに、ロシアや米国における霊

的研究や科学的知見を引用し、この現象を科学的および実践的に解釈します。	

2. 修行者の感知能力と電磁波の関係 

2.1 感知能力の向上 
修行を通じて得られる感知能力の向上は、外部エネルギーの影響に対する敏感さを高め

る重要な要素です。	
エネルギーの微細化:	修行者は氣功や瞑想により、波動が精妙化し、微細なエネルギー
変化を感知する能力を持つようになります。この結果、通常では認識されない電磁波や

念波が顕在化します。	
科学的背景:	氣功師の手から赤外線や静電気が放射されることが科学的に確認されてお
り、修行者の生体電磁場が一般人とは異なる特性を持つ可能性が指摘されています。	

2.2 修行者と一般人の違い 
一般人:	電磁波の影響を物理的に受けていても、その存在を認識しない。	
修行者:	感知能力が向上することで、同じ電磁波の影響を認識しやすくなる。これによ
り、外部エネルギーへの感受性が高まる。	

3. 修行者が電磁波の影響を軽減できる可能性 

3.1 漏尽通による耐性向上 
漏尽通（ろじんつう）とは、六神通の一つであり、煩悩を断ち切り、外部環境の影響を

受けない精神的境地を指します。	
修行の効果:	漏尽通を獲得した修行者は、外部環境に左右されることなく、電磁波や念
波の影響を軽減または無効化できる可能性があります。この状態では、電磁波の存在自

体は変わらないものの、その影響が限りなく小さくなる、または無視できるレベルにま

で抑えられます。	
修行の過程:	漏尽通のスキルを獲得するには長期間の修行が必要ですが、このプロセス
で徐々に外部エネルギーに対する耐性が高まるとされています。	

3.2 科学的背景 
脳波と感知能力:	瞑想や氣功を実践すると、脳波にアルファ波（7.8Hz）やガンマ波が観
察されます。これらの波動は、修行者の感受性を高めると同時に、外部エネルギーとの

調和を促進します。	
シューマン共振との関係:	 氣功実践者の脳波は地球のシューマン共振（7.8Hz）と共鳴し、
これが修行者のエネルギー調整を助けると考えられています。	



3.3 現代的対策との併用 
漏尽通を獲得するまでの間、修行者が電磁波の影響を軽減するためには、以下の実践が

有効です。	
1.	電磁波防止グッズの活用:	電磁波遮断シートや携帯用フィルターを利用する。	
2.	アーシング:	自然環境での裸足歩行など、体内の電荷を中和する行動を推奨。	
3.	天然石やクリスタルの使用:	トルマリンや黒曜石などの石がエネルギーの安定化に寄
与するとされています。	

	

	

4. 修行者の感知能力と環境要因 
	
修行者が電磁波や念波を感知し、それに対応する能力は、彼らが修行を行う環境に強く

影響されます。環境要因として挙げられるのは、都市部での高密度な電磁波、自然環境

の影響、そして人間の集合意識の影響です。	
	

4.1 都市部での影響 
	
-	電磁波の集中:	都市部では、携帯電話基地局、Wi-Fi ルーター、電化製品から放射され
る電磁波が集中しており、修行者はこれを敏感に感知する場合があります。	
-	修行者の反応:	修行者が都市部に住む場合、電磁波が集中している環境下では、心身に
ストレスを感じる可能性が高まります。ただし、これらの影響を完全に遮断することは

難しいため、適応力を高める修行が重要です。	
	

4.2 自然環境の影響 
	
-	自然との調和:	修行者が自然環境に身を置くことで、電磁波や念波の影響が軽減される
と報告されています。特に、森林や山岳地帯では、自然エネルギーが豊富であり、これ

が修行者の感知能力を調整する助けとなります。	
-	アーシングの効果:	自然環境での裸足歩行（アーシング）は、身体の電荷を中和し、体
内エネルギーをリセットする効果があるとされています。	
	

4.3 集合意識の影響 
	
-	人間の念波:	人々の集合意識から発せられるエネルギーは、修行者にとって感知しやす
いものです。特に都市部では、ストレスや緊張から発せられる負のエネルギーが修行者

の精神状態に影響を与える可能性があります。	



-	修行者の対応策:	瞑想や呼吸法を通じて、精神を安定させることが必要です。また、特
定の石やクリスタル（例:	黒曜石、トルマリン）を活用することで、エネルギーのバラ
ンスを保つことが推奨されます。	
	

5. 漏尽通の具体的な修得方法 
	
漏尽通を修得するためには、高度な修行と精神的鍛錬が必要です。この章では、具体的

な方法と実践例を挙げます。	
	

5.1 呼吸法と瞑想 
	
-	呼吸法:	龍水呼吸法や深呼吸を活用して、体内のエネルギーを循環させます。これによ
り、外部エネルギーに対する感受性が調整されます。	
-	瞑想:	瞑想は、漏尽通を目指す上で不可欠です。瞑想中に雑念を排除し、精神の集中を
高めることで、外部からの影響を軽減できます。	
	

5.2 内観療法 
	
-	内観の重要性:	自身の内面を観察し、煩悩や執着を徐々に解消していく過程が漏尽通の
修得に繋がります。	
-	実践例:	毎日 10 分間の内観を習慣化し、自身の思考や感情を冷静に見つめ直します。	
	

5.3 エネルギー調整 
	
-	氣功の実践:	氣功法を日々の生活に取り入れることで、体内エネルギーの流れを整えま
す。	
-	具体例:	朝晩の氣功練習を行い、体内に蓄積された負のエネルギーを解放します。	
	

6. 現代社会における修行者の役割 
	
修行者は、現代社会において重要な役割を果たす存在です。彼らは、精神的安定を維持

するだけでなく、社会全体の調和を保つための中心的な存在とされています。	
	

6.1 大仙としての修行者 
	
-	都市部の大仙:	漏尽通を修得した修行者は、都市部でも影響を受けにくい状態を維持し、



人々に安心感や平和をもたらす存在となります。	
-	田舎の小仙:	自然環境に身を置き、地域社会の調和を保つ役割を担います。	
	

6.2 修行者の社会貢献 
	
-	エネルギーの調整役:	修行者は、社会全体のエネルギーを調整する役割を果たします。
特に、集団意識の乱れが顕著な環境で、その調和を図る存在となります。	
-	教育と啓発:	修行者が得た知識や経験を共有し、他者を指導することで、精神的成熟を
促進します。	
	

7. 結論 
	
修行者が感知能力を向上させ、電磁波や念波の影響を軽減するためには、以下のアプロ

ーチが重要です。	
1.	精神的修行:	呼吸法、瞑想、内観療法を日々の習慣に取り入れる。	
2.	科学的手段の活用:	電磁波防止グッズや天然石を適切に使用する。	
3.	社会的役割の理解:	修行者として、個人の成長と社会の調和の両方に寄与する。	
これらの実践を通じて、修行者は現代社会における精神的柱となりうる存在であり、さ

らに科学的研究による理解を深めることで、その役割は拡大していくでしょう。	
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本論文は、AI を用いたインターネット検索結果を参考にして作成されています。掲載内
容については、執筆者が確認を行い、正確性を期しておりますが、確認漏れや解釈の相

違により、一部内容が実際とは異なる可能性があります。もし誤りや不適切な表現を発

見された場合には、ご指摘いただければ速やかに修正を行います。	

	

プロフィール 
	
名前:	桐生壽	(きりゅう	としなが	
肩書き:	気功師、導師、生命工学研究家、起業家教育者、コーチ、カウンセラー	
理念:	誠天和人（せいてんわじん）―	天に誠実に人と和す	
	
桐生壽は、気功、心理学、生命工学を統合し、人々の心身の健康とスピリチュアルな成

長をサポートする専門家です。その活動は、個人の変化から組織や社会の進化にまで及

びます。	
	

主要な実績 
	
-	気功とコーチング業界のリーダー:	0 から参入した事業をわずか 3 年でアジアトップグ
ループに成長させ、1 万人以上いるグループ全体で６年連続トップを達成。	
-	教育者としての手腕:	気功を基盤とした能力開発プログラムを多数開発し、少数精鋭化
の指導経験。	
-	学術的探求:	内観法や気功を用いた意識と精神状態の変化に関する調査を行い、技術的
課題の明確化および解決策を提供。	
	

挑戦と成長の軌跡 
	
幼少期は虚弱体質で毎週通院を余儀なくされ、一家心中未遂に巻き込まれるという壮絶

な過去を経験。社会人時代には、米国滞在中に自宅襲撃事件に巻き込まれ入院するなど、

数々の逆境を乗り越えてきました。これらの経験を基に、心身の健康や平和の重要性を

深く理解し、それを世界へと広げる活動に尽力しています。	
	



平和活動と奉仕 
	
2017 年から、非政治・非宗教の中立的な平和活動に参加し、国際的な平和推進者とし
ての役割も果たしています。	
	

活動理念 
	
「誠天和人」という理念の下で、世界中の全ての人が同時に笑い合える世界を目指して

います。この理念は、個々人の内なる調和を実現し、それが社会全体の調和へと繋がる

ことを意味します。彼の気功や教育プログラムは、この理念を具体的な形にするための

実践的なツールです。	
	

夢と使命 
	
桐生壽の目標は、気功を通じて 10,000 人の「靈的進化人」を増やし、人々の恐怖や不
安を解消する新たな意識レベルの専門家を育成することです。そのために、静功（静な

る気功）を基盤とした教育を展開し、未来の研究者や教育者を育てています。	
	
「私の使命は、気功と平和の精神を世界に広げ、すべての人が心から笑顔でいられる世

界を創ることです。そのために、私は一歩ずつ進み続けます。」	
	

	

	


